
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

3,687 単位時間 492 単位時間 2,520 単位時間 675 単位時間 0 単位時間 0 単位時間

年 単位 単位 単位 単位 単位 単位

80 人 72 人 人 0 % 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 5

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

中退率

令和6年9月1日

963-8811

024-956-0030
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人国際総合学園 平成7年3月24日 池田　祥護 新潟県新潟市中央区東堀通二番町541番地
951-8065

025-210-8565

学校法人国際総合学園国際
情報工科自動車大学校

平成13年12月11日 双石　茂 福島県郡山市方八町2-4-15

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

工業 工業専門課程 情報システム工学科4年制 - 平成29(2017)年度 令和 2(2020)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

学科の目的 AIやIoTの進化により、先進的な技術が注目されています。高度で実践的な授業展開を行いその先進的技術に対応でき、世界に通用する技術者の育成を行う。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

国家試験である情報セキュリティマネジメント試験、基本情報技術者試験、応用情報技術者試験の取得を目指す。民間資格であるコミュニケーション検定、情報処理検定
2級の取得も目指す。昨年実績で中途退学率は7.4%。

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

4 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和5年度卒業生）

11
■地元就職者数 (F) 2
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

18

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 13
■就職希望者数 (D)　　　　　： 11
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和６年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

IT業界（プログラマ、システムエンジニア、保守・運用）

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の単位数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

うち企業等と連携した必修の演習の単位数

当該学科の
ホームページ

URL
https://wiz.ac.jp

85
■進学者数 0
■その他

うち企業等と連携した演習の単位数

うち必修単位数

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数 3,687

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 0

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数 195

総単位数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の単位数

195

うち必修授業時数 3,687

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数 0

（うち企業等と連携したインターンシップの単位数）

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等において
その担当する教育等に従事した者であって、当該専門課
程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算して六
年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 0

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 0

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 1

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高度
の実務の能力を有する者を想定）の数

0

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 1

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体：
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ



種別

①

③

③

③

-

-

-

-

-

-

-

-

（年間の開催数及び開催時期）

橋本　友子 国際情報工科自動車大学校　専任教員
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

相樂　実紀 国際情報工科自動車大学校　専任教員
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

・AIは日々進化していて教員が最新の教材や内容を教えるのは難しいので、AIに関する教材を外注して実施してみてはと意
見をいただいた。その意見に対して、今年度から外部のAI教材を使って、AIに関する知識習得やAIを使った開発授業に取り
組んでいる。
・プログラミングが難しいと感じる学生が多いので、使った事のあるサービスやチャットボットを作成すると楽しく取り組めるの
ではないかとの意見に対してはカリキュラムの見直しを図り、取り組んでいく。

星　明彦 国際情報工科自動車大学校　事務局長
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

添田　一宏 国際情報工科自動車大学校　情報分野学科長
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

安齋　貴美子 国際情報工科自動車大学校　専任教員
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

浅井　渉 株式会社　ｄｏｔｔ
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

名　前 所　　　属 任期

塚本　龍憲 公益財団法人　郡山地域テクノポリス推進機構
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針
業界団体、学術有識者や業界企業などで編成する「教育編成委員会」を設置。業界の専門性に関する動向や産業振興の
方向性など、今後必要となる知識、技術、技能など十分に把握、分析を行い実践的職業教育に必要となる授業科目の開設
や授業内容の改善と提案を行い、企業の要請をいかしつつ教育の質の確保と向上に努める。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会は現状の教育課程内容を認識し、関係する業界動向を業界動向、最新の知識、機材、手法等と併せ
て改善が必要とされる課題を抽出し、各学科で新教育課程案を作成する。新教育課程案を学校管理者が総合的に検討、学
校長の許可を経て決定する。新教育課程は次年度以降の教育課程に反映させる。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

原田　賢一 有限会社　ワイズマン
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

令和6年9月1日現在

國井　稔 国際ゲーム開発協会東北（ＩＧＤＡ東北）
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（8月、2月）

（開催日時（実績））
第１回　令和5年8月2日　15：00～16：00
第２回　令和6年2月6日　15：00～16：00

双石　茂 国際情報工科自動車大学校　学校長
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

阿部　一則 国際情報工科自動車大学校　副校長
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

鈴木　友二 国際情報工科自動車大学校　教務部長
令和6年4月1日～
令和7年3月31日(1年)

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



アプリケーション開発
Ⅲ

科　目　概　要

有限会社山ノ井商事

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
業界団体、学術有識者や業界企業などで編成する「教育編成委員会」を設置。業界の専門性に関する動向や産業振興の
方向性など、今後必要となる知識、技術、技能など十分に把握、分析を行い実践的職業教育に必要となる授業科目の開設
や授業内容の改善と提案を行い、企業の要請をいかしつつ教育の質の確保と向上に努める。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

企業連携の方法

１．【校内】企業等から
の講師が全ての授業
を主担当

・ＰＨＰを使用し、実際にＷｅｂサイト
を開発

科　目　名 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

学生個々の課題、目標を明確にし、連携企業担当者による到達度、評価を点数化し、スキルアップを図る。
また、知識だけだはなく実際にWebページ作成の演習を行い。即戦力となれる技術を身に付ける。また、作成だけでなくその
後の運用管理まで学び、より実践に近い授業展開を行う。



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

認知行動療法と認知行動コーチング 基本講座 連携企業等： 一般社団法人コーチング心理学協会

令和6年7月13日・14日 対象： 情報分野職員

最新の AI 技術を業務に利用する方法

Microsoft Azure Virtual Training Day: 生成 AI の基礎 連携企業等： 日本マイクロソフト株式会社

令和6年7月10日 対象： 情報分野職員

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

ハラスメント防止と心理的安全性 連携企業等： 特定社会保険労務士 小島 正晴

令和6年1月24日 対象： 情報分野職員

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等

chatGPTの基本的な使い方と業務への活かし方、プロンプト入力のテクニック

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

基本は企業現場からの教員採用を前提としているが、学校内部で教員年数を重ねていくにつれて、ややもすれば過去の知
識・経験のまま陳腐化した教育を施す危険性もある。このため、就業規則第57条等による教育・研修体制、特に外部研修を
充実させ、日々の研鑽とスキルアップを図る方針とする。

ChatGPTを業務で活用するための実践基礎研修 連携企業等： デジハリ/講師：安藤直紀

令和6年3月19日 対象： 情報分野職員

②指導力の修得・向上のための研修等

ハラスメントの基本的概要と学生対応の注意点について

②指導力の修得・向上のための研修等

認知行動療法やコーチングの知識を習得して、学生指導のスキル向上を図る



種別
公共団体
委員

業界団体
委員

業界団体
委員

企業等委
員

企業等委
員

教授

（３）学校関係者評価結果の活用状況
令和6年度委員会、自己点検評価に基づき不備な点の改善、方向性の決定、優良な点の継続、及び次年度以降の解決・取
組課題について協議実施。評価委員から全体を通じて適切に評価できているが、必要性を考慮し評価を上げてもよい項
目、実施しない方針と決めて対応する項目があるとの意見を頂いたため、次回から頂いた意見を考慮し自己点検を実施す
る。

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 管理運営（法人）
（１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 教育理念、教育目的、教育目標
（２）学校運営 教育の内容、管理運営、改革改善

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者評価については、文部科学省策定の「専修学校における学校評価ガイドライン」をベースに、任意団体である全
国専門学校経営研究会（加盟校：２６法人１１３校）により協議検討を重ねた「自己点検・評価基準」を主に、点検基準表を策
定し、学校が委員会等の点検・評価を基に作成し、学校長が再点検の上、学校運営に反映させる方針とする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

小野　隆
一般社団法人
福島県自動車整備振興会

令和6年4月1日～
令和7年3月31日（1年）

水上　剛
公益社団法人
福島県建築士会

令和6年4月1日～
令和7年3月31日（1年）

（６）教育環境 教育の実施体制
（７）学生の受入れ募集 学生支援
（８）財務 管理運営（法人）

（３）教育活動 教育の内容、管理運営、改革改善
（４）学修成果 教育目標の達成度と教育効果
（５）学生支援 学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期
（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： URL:http://wiz.ac.jp/shokujitsu/
公表時期： 令和6年10月1日

特定非営利活動法人
国際ゲーム開発者協会

令和6年4月1日～
令和7年3月31日（1年）

鴫原　健太郎 光栄電気通信工業株式会社
令和6年4月1日～
令和7年3月31日（1年）

山ノ井　靖 有限会社　山ノ井商事
令和6年4月1日～
令和7年3月31日（1年）

佐藤　理夫 福島大学　共生ｼｽﾃﾑ理工学類
令和6年4月1日～
令和7年3月31日（1年）

中林　寿文



５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に
関する情報を提供していること。」関係

（３）教職員 専任教員・兼任教員紹介
（４）キャリア教育・実践的職業教育 ｷｬﾘｱ教育・就職指導

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
当校の教育内容、内部活動、外部活動、資格・コンペ・表彰、また学校経営に係る事項等の実績については、公益法人とし
て、関連団体・関連業界・学生就職先のほか、広く万人に発信する。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校概要・教育理念・教育目標

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： URL:http://wiz.ac.jp/shokujitsu/
公表時期： 令和6年10月1日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 収支決算書
（９）学校評価 自己点検評価結果
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事・対外活動・イベント・施設・設備
（６）学生の生活支援 各種奨学資金・学生寮・住居紹介
（７）学生納付金・修学支援 各種奨学資金・学費サポート・特待生制度

（２）各学科等の教育 学科別カリキュラム・特色・資格・就職実績
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外
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1 ○
ベーステクノ
ロジー

・IT技術者として必要なIT技術の基本知識を身に付け
る。
・情報処理技術者試験（基本情報、応用情報、ITパス
ポート、情報セキュリティマネジメント）合格の為の知
識の習得。

1
前

78 - ○ ○ ○

2 ○
システムの利
用と開発

・IT技術者として必要なIT技術の基本知識を身に付ける。
・情報処理技術者試験（基本情報、応用情報、ITパスポート、情報セキュリ
ティマネジメント）合格の為の知識の習得。
・IT技術を解説するとともに、ソフトウエア開発の現場での応用例や注意事項
を実例を交えながら指導する。

1
前

78 - ○ ○ ○

3 ○
プログラミン
グ言語Ⅰ

・基礎からもう一度プログラミング言語の授業を
して理解の深化と知識の定着を行う
・VisualStudioの使い方を学ぶ
・.NetとASPフレームワークを使えるようになる

1
通

150 - ○ ○ ○

4 ○ Office実習Ⅰ

・Word,Excel,PowerPointの基本的な使い方を習得
する。
・Word,Excel,PowerPointを使用して、書類や資料
が作成できる。

1
後

36 - ○ ○ ○

5 ○ アルゴリズム

・IT技術者として必要なアルゴリズムの基本知識を身に
付ける。
・情報処理技術者試験（基本情報、応用情報、ITパス
ポート、情報セキュリティマネジメント）合格の為の知
識の習得。

1
通

150 - ○ ○ ○

6 ○
データベース
実習

リレーショナルデータベースの必要性と考
え方について学ぶ。
SQLの習得を行う。

1
後

36 - ○ ○ ○

7 ○ 検定対策

・サーティファイ「情報処理技術者能力認定
試験」合格に向けた講義を行う。
・過去問題により到達状況を把握し本試験合
格を目指す。

1
通

111 - ○ ○ ○

8 ○ ネットワーク

・IT技術者として必要なネットワークの基本知識を身に
付ける。
・情報処理技術者試験（基本情報、応用情報、ITパス
ポート、情報セキュリティマネジメント）合格の為の知
識の習得。

1
後

36 - ○ ○ ○

9 ○
プレゼンテー
ション技法

サーティファイ主催コミュニケーション検定初級
合格レベルの知識を習得する
コミュニケーションの基礎を学ぶ
プレゼンテーションの基礎を学ぶ

1
通

75 - ○ ○ ○

10 ○
情報処理技術
者試験特別対
策

・情報処理技術者試験合格に向けた講義を行
う。
・業者模試、過去問題により到達状況を把握
し本試験合格を目指す。

1
後

180 - ○ ○ ○

11 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発Ⅰ

・GUIアプリ開発の為のMVCモデルについて学
ぶ
・アイデアを形にする実装力を身に付けさせ
る

2
前

117 - ○ ○ ○

授業科目等の概要

（工業専門課程 情報システム工学科4年制）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
の
連
携



12 ○
プログラミン
グ言語Ⅱ

・アプリ開発に繋がる論理的思考、オブジェクト
構造、Java言語知識と技術の基礎を身に着ける。
・IPA基本情報技術者認定試験の合格に必要な知識
を身に着ける。

2
前

78 - ○ ○ ○

13 ○ Web制作基礎

HTMLの基礎を学びWebページを作成する
CSSの基礎を学びWeｂページのデザインを作
成する
サーバ接続の方法について学ぶ

2
前

78 - ○ ○ ○

14 ○
プランニング
Ⅰ

要件定義の基礎を学び、要件定義の知識を
身に付ける

2
後

36 - ○ ○ ○

15 ○ Office実習Ⅱ

・Word,Excel,PowerPointの基本的な使い方
を習得する。
・Word,Excel,PowerPointを使用して、書類
や資料が作成できる。

2
前

39 - ○ ○ ○

16 ○
プログラミン
グ言語Ⅲ

・PHPを習得する
・Webシステム構築を行う

2
後

72 - ○ ○ ○

17 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発Ⅱ

・アーバンデータチャレンジへの作品出展
・チーム制作を通じて実践的な技術の習得、コミュニケーション能力、自己啓
発を促してプログラマーとして成長する
・自分の為ではなく、誰かの為にアプリを開発するプロとしての視点をコンテ
スト出展を通して身につける

2
後

144 - ○ ○ ○

18 ○
セルフマネジ
メント

セルフマネジメント力を身に着け、目標達成術、
時間管理術、習慣化・効率化の方法を習得する。
自分をコントロールする方法を学び、実践し、習
慣化する。

2
前

39 - ○ ○ ○

19 ○ クラウド
・Azureのクラウドサービスを通じて、最新
技術のクラウドの機能について学ぶ

2
後

36 - ○ ○ ○

20 ○ Web制作応用 JavaScriptを習得する
2
後

72 - ○ ○ ○

21 ○
情報処理技術
者試験特別対
策

・情報処理技術者試験合格に向けた講義を行
う。
・業者模試、過去問題により到達状況を把握
し本試験合格を目指す。

2
前

240 - ○ ○ ○

22 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発Ⅲ

・ＰＨＰを使用し、実際にＷｅｂサイトを開発することで、要件定義からデ
バッグまでの工程を経験する
・上流工程から下流工程までの実務に近い経験をすることで、システムエンジ
ニアやプログラマーに必要な能力を身に付ける

3
前

195 - ○ ○ ○ ○

23 ○
プランニング
Ⅱ

アプリの企画とプロトタイピングの手法を
学ぶ

3
前

39 - ○ ○ ○

24 ○
モダンテクノ
ロジ―　Ⅰ

・XR開発で注目されているUnityの機能を把
握して、簡単なアプリケーションを開発で
きる知識と技術を身につける

3
前

72 - ○ ○ ○

25 ○
プログラミン
グ言語Ⅳ

Pythonを習得する
3
後

78 - ○ ○ ○

26 ○ Unix/Linux ・Linuxのコマンドを覚える。
3
後

36 - ○ ○ ○



27 ○ ビジネス基礎
社会人として身につけておくべき基本的な
ビジネススキルを学ぶ

3
後

36 - ○ ○ ○

28 ○
モダンテクノ
ロジーⅡ

AIプログラミングに使用する数学知識を習
得する

3
後

36 - ○ ○ ○

29 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発Ⅳ

・ＰＨＰを使用し、実際にＷｅｂサイトを開発することで、要件定義からデ
バッグまでの工程を経験する
・上流工程から下流工程までの実務に近い経験をすることで、システムエンジ
ニアやプログラマーに必要な能力を身に付ける

3
前

144 - ○ ○ ○

30 ○ 就職実務Ⅰ
社会人になるためのビジネスマナーを身に
つける
就職試験に向けた事前準備の実施

3
後

36 - ○ ○ ○

31 ○
情報処理技術
者試験特別対
策

・情報処理技術者試験合格に向けた講義を行
う。
・業者模試、過去問題により到達状況を把握
し本試験合格を目指す。

3
後

180 - ○ ○ ○

32 ○ 就職特別対策
就職に必要な知識、マナーの習得
業界の動向理解

3
後

60 - ○ ○ ○

33 ○
ア プ リ ケ ー
ション開発Ⅴ

・実際に企業からきた案件を想定して上流
工程からアプリ開発を行い、SEとしての技
術習得を高める

4
前

156 - ○ ○ ○

34 ○
セ キ ュ リ
ティーテクノ
ロジー

情報化社会におけるコンピュータ、パソコン
の基礎知識を身につける
社会人としての情報モラルを学びインター
ネットを利用できる

4
前

39 - ○ ○ ○

35 ○
ニューテクノ
ロジー

新言語を考え、実際に作成する
4
前

39 - ○ ○ ○

36 ○ 就職実務Ⅱ
社会人になるためのビジネスマナーを身に
つける
就職試験に向けた事前準備の実施

4
前

39 - ○ ○ ○

37 ○
モダンテクノ
ロジ―Ⅲ

AIサービスを利用したアプリケーションの
作成が出来るようになる事を目指す

4
前

39 - ○ ○ ○

38 ○ 研究授業 ドローンとロボットの基本を知る
4
後

36 - ○ ○ ○

39 ○
ビジネスモデ
ル実習

事業収益を生み出すための論理的に体系化さ
れた仕組みについて学び
自分自身でビジネスモデルの構築ができる

4
前

39 - ○ ○ ○

40 ○ 卒業研究
学科の学習内容に関する新技術など、授業で
習わない事柄についてテーマを定めその研究
を行いプレゼンテーションする

4
通

219 - ○ ○ ○

41 ○
ハードウェア
テクノロジー

IoT技術の基礎知識を学習し、IoTを使った
サービスやシステムのアイデアを考える

4
後

36 - ○ ○ ○



42 ○
RPAテクノロ
ジー

PowerBI・ PowerAutomate等の使い方を覚
え、RPAの基礎を学ぶ

4
後

72 - ○ ○ ○

43 ○
情報処理技術
者試験特別対
策

国家試験（情報処理）に合格できる知識の
習得

4
後

120 - ○ ○ ○

44 ○ 就職特別対策
就職に必要な知識、マナーの習得
業界の動向理解

4
前

60 - ○ ○ ○

44

期
週

合計 科目 3687 単位（単位時間）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2
17

卒業要件： 総出席率90％以上、科目評価すべてC以上、卒業制作課題提出
履修方法： 科目出席率80％以上、科目評価C以上

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分
１学期の授業期間

（留意事項）


